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【年通号数】公開・登録公報2020-030
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【国際特許分類】
   Ａ６１Ｂ   8/14     (2006.01)
【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】令和1年12月10日(2019.12.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　心臓の複合解剖学的モデルを生成する方法であって、当該方法は：
　前記心臓の左室領域の非造影剤増強超音波画像を受領するステップと；
　前記心臓の左室領域の造影剤増強超音波画像を受領するステップと；
　前記非造影剤増強超音波画像と前記造影剤増強超音波画像とを整列させるステップと；
　整列された非造影剤増強超音波画像および造影剤増強超音波画像の複合セグメンテーシ
ョンを実行して、複合解剖学的モデルを生成するステップとを含み、前記複合セグメンテ
ーションを実行するステップは、整列された非造影剤増強超音波画像および造影剤増強超
音波画像の両方の特徴を目標点として使用することを含む、
方法。
【請求項２】
　前記非造影剤増強超音波画像の第一のセグメンテーションを実行して第一の解剖学的モ
デルを生成するステップと；
　前記造影剤増強超音波画像の第二のセグメンテーションを実行して第二の解剖学的モデ
ルを生成するステップとをさらに含み、前記非造影剤増強超音波画像と前記造影剤増強超
音波画像とを整列させる前記ステップは、前記第一の解剖学的モデルおよび前記第二の解
剖学的モデルの位置合わせを含む、
請求項１記載の方法。
【請求項３】
　前記第二のセグメンテーションを実行することは、前記第一の解剖学的モデルを使用し
て前記第二のセグメンテーションを初期化することを含む、請求項２記載の方法。
【請求項４】
　前記造影剤増強超音波画像を受領することは、造影剤が存在する、対応する心臓サイク
ルの間に得られた複数の超音波画像フレームを組み合わせることを含む、請求項１ないし
３のうちいずれか一項記載の方法。
【請求項５】
　前記複合セグメンテーションがモデル・ベースのセグメンテーションであり、複合セグ
メンテーションを実行することは、前記目標点を使って、一般的な解剖学的モデルを、前
記整列された非造影剤増強超音波画像および造影剤増強超音波画像に適合させることを含
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む、請求項１ないし４のうちいずれか一項記載の方法。
【請求項６】
　前記非造影剤増強超音波画像と前記造影剤増強超音波画像とを整列させることと、前記
複合セグメンテーションを実行することが、複数のサイクルで繰り返される、請求項１な
いし５のうちいずれか一項記載の方法。
【請求項７】
　前記複合セグメンテーションを実行することは、前記整列された非造影剤増強超音波画
像および造影剤増強超音波画像のそれぞれの目標点を互いに対して重み付けすることを含
む、請求項１ないし６のうちいずれか一項記載の方法。
【請求項８】
　それぞれの画像の所与の目標点についての重み付けは、より強い特徴応答を与える画像
を優先する、請求項７記載の方法。
【請求項９】
　前記目標点についての重み付けは、該目標点が位置する心臓の特定の領域に基づく、請
求項８記載の方法。
【請求項１０】
　コンピュータ・プログラム・コード手段を有するコンピュータ・プログラムであって、
前記コンピュータ・プログラム・コード手段は、前記コンピュータ・プログラムがコンピ
ュータ上で実行されるときに、請求項１ないし９のうちいずれか一項記載の方法を実施す
るように適応されている、コンピュータ・プログラム。
【請求項１１】
　心臓の複合解剖学的モデルの生成を制御するためのプロセッサ構成であって、当該プロ
セッサ構成は：
　前記心臓の左室領域の非造影剤増強超音波画像を受領し；
　前記心臓の左室領域の造影剤増強超音波画像を受領し；
　前記非造影剤増強超音波画像と前記造影剤増強超音波画像とを整列させ；
　整列された非造影剤増強超音波画像および造影剤増強超音波画像の複合セグメンテーシ
ョンを実行して、前記複合解剖学的モデルを生成するよう適応されており、前記複合セグ
メンテーションを実行することは、整列された非造影剤増強超音波画像および造影剤増強
超音波画像の両方の特徴を目標点として使用することを含む、
プロセッサ構成。
【請求項１２】
　超音波システムであって：
　超音波トランスデューサ・アレイであって、前記超音波トランスデューサ・アレイは超
音波信号を放出および受信することができる、超音波トランスデューサ・アレイと；
　受信した超音波信号を、造影剤が使用されない場合には非造影剤増強超音波画像に、造
影剤が使用される場合には造影剤増強超音波画像にコンパイルするよう適応された信号プ
ロセッサと；
　請求項１１記載のプロセッサ構成と；
　前記プロセッサ構成によって生成された前記複合解剖学的モデルを複合セグメンテーシ
ョン画像に変換するよう適応された変換モジュールと；
　前記複合セグメンテーション超音波画像を表示するための表示装置と；
　ユーザーが前記複合解剖学的モデルを生成するよう前記プロセッサ構成を制御すること
を許容するように適応されたユーザー・インターフェースとを有しており、任意的に、前
記ユーザー・インターフェースは、表示された複合セグメンテーション超音波画像の観察
平面のユーザー選択を許容するよう適応される、
超音波システム。
【請求項１３】
　前記プロセッサ構成は、前記非造影剤増強超音波画像および造影剤増強超音波画像のさ
らなる整列と、前記複合セグメンテーションのさらなる実行とを含む可視化後ルーチンを
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実装するよう適応されており、前記ユーザー・インターフェースは、ユーザーが前記可視
化後ルーチンをトリガーすることを許容するよう適応される、請求項１２記載の超音波シ
ステム。
【請求項１４】
　前記プロセッサ構成は、前記造影剤増強超音波画像を反転させ、反転された造影剤増強
超音波画像を前記非造影剤増強超音波画像に基づいて正規化し、前記反転され正規化され
た造影剤増強超音波画像を表示するよう前記表示装置を制御するよう適応されている、請
求項１２または１３記載の超音波システム。
【請求項１５】
　前記プロセッサ構成は、前記非造影剤増強超音波画像、前記造影剤増強超音波画像、お
よび前記複合セグメンテーション画像をオーバーレイし、前記表示装置を制御して前記オ
ーバーレイを表示させるよう適応されている、請求項１２ないし１４のうちいずれか一項
記載の超音波システム。
【請求項１６】
　前記ユーザー・インターフェースは、前記オーバーレイにおける前記非造影剤増強超音
波画像および前記造影剤増強超音波画像の相対的寄与のユーザー調整を許容するよう適応
されており、任意的に、前記ユーザー・インターフェースは、前記ユーザー調整のための
ダイヤルまたはスライダーを含む、請求項１５記載の超音波システム。
【請求項１７】
　前記プロセッサ構成は、前記複合セグメンテーション超音波画像が、それぞれ前記非造
影剤増強超音波画像および前記造影剤増強超音波画像を含む別々の画像ペインに表示され
るよう前記表示装置を制御するよう適応されている、請求項１２ないし１６のうちいずれ
か一項記載の超音波システム。
【請求項１８】
　前記プロセッサ構成は、前記複合解剖学的モデルを修正するユーザー指示に応答して両
方の画像ペインに表示される前記複合セグメンテーション画像を修正するよう適応されて
おり、前記ユーザー・インターフェースは、前記ユーザー指示を入力するためのコントロ
ールを含む、請求項１７記載の超音波システム。
【請求項１９】
　前記プロセッサ構成は、前記複合セグメンテーションを実行するために、前記整列され
た非造影剤増強超音波画像および造影剤増強超音波画像のそれぞれの目標点を互いに対し
て重み付けするよう適応されている、請求項１２ないし１８のうちいずれか一項記載の超
音波システム。
【請求項２０】
　前記プロセッサはさらに、重み付けされた目標点のうちの一つまたは複数について使用
される重み付けに対して手動の修正を許容するよう適応されている、請求項２０記載の超
音波システム。
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